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838 温度 パ タ ー ン の 変化 に よる 指標微 生物 の コ ン ポ ス ト内で の 挙動 の 解析

（大阪 大学 a エ ・環境 ）○ 立田 真文、 Le　DucTrung 、　 Nuyen 　vget

Hung 、 池道 彦 、藤田正 憲

【目的 】コ ン ポス トの 安全性 を高め るた め に は 、
コ ンポ ス トの 発熱に よ る病原性等

の 有害微 生 物の 殺 菌が適 切 に行 わ れなけれ ば な ら な い 。 しか しそ れ らの 殺 菌効果 は

温度 パ タ ー
ン に よ り大 き く影響 を受け る 。 本研 究 は 、温 度パ タ ー ン の 変化 に よる殺

菌効 率へ の 影響 を考察す る た め に 、指標細菌 、病原性細 菌 を用 い て 実験 を 行 っ た 。

［方法及 び 結果 】温度 調節器 （TA 互TEC 　Gene 　ThermoUnit 　GTU −1615 ）を用 い 、

温度時間 面積 を統
一

した 3 つ の 温 度パ タ ー
ン を選択 し、 そ れ ぞ れ の パ ター ン に お け

る指 標細菌の 殺 菌効 果 を考 察 した 。 温 度パ タ ー ン は それ ぞ れ 、 実験開始 か ら終 ∫ま

で 同 じ温度 の コ ン ス タ ン トパ タ ー ン 、
一

度 温度 が 急激 に上 昇 す る シ ン グル イ ン パ ク

トパ タ ー
ン 、温 度 が 急激 に 下 降す る イ ン タ ミテ ン トパ ター ン で お こ な っ た 。 指標 ・

病原性細 菌 と して 、 E ．c ・ ii、 翻 伽 ・ 肥 磁 、　 Fecal　strcpeococcus を用 い た 。 結果 か

ら 、 シ ン グル イ ン パ ク トパ タ ー
ン が最 も効率 が よ い こ とが 判明 した 。

こ れ よ り、 コ

ンポ ス ト運転 に お い て は
一

度急激 に 温度 を上 昇さ せ る運転 が 病原 卜生微生物 の 殺菌 に

関 して は有効 で ある こ とが わ ら る 。
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839 廃棄海苔中の多糖分解菌の分離とその 利用
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〔目的】廃棄処分され る 海苔 の高度利用 を目的と して、海苔 中に含まれる硫酸酸性多糖ボル フ

ィ ラ ンを資化する微生物の 分離を行い、得られたポルフ ィ ラン資k 」1・生微生物を用い た多糖分解

物の 製造に つ いて検討を行 っ た、

〔方法および結果〕有明海か ら分離 したポル フ ィ ラン資化 陛微生物の 巾か ら、ポル フィ ラ ン分

解能の 優れた菌株を選択した n 選択した菌株の 生理学的特徴を調べ 16SrDNA の塩基配列 に基

づ く系統解析を行 うこ とによ り同定 を行 っ た。本菌は 、 培養時間 によ っ て 形態が変化するが、

およそ 1．Ox1 ．5 岬 のグラム陽 1生菌で 、 運動性はな く、絶対好気 「生、カタラー．
ゼ陽性等の特

徴を有 してお り、系統解析 の 結果 と合わせ て 盈 血 o 跏 c 紛 蹴 と考え られた。

　次に 、2w ／v ％の 粗製ホル フ ィラ ンを含む合成培地 を用い 、 湿斐 35℃、　pH 　6．5 の 条件で発

酵槽 を用い た好気培養を行うことに よ り培養上澄液を得た。これをホルフ ィ ラナーゼの 親酵素

液 として温度 30℃ 、pH 　6．5 で 5時間反応させた結果、ポル フ ィ ランの平均重合度は約 100 か

ら 13 に低下 した。こ の反応液を UF 膜によ り分画 した結果 、 平均重合度が 36 の 多糖分解物

が得 られた。こ の多糖分解物は糖残基 2 〜 3 個に 1個の割合 でガ ラク トース の 6位が硫酸エ ス

テル化 して お り、 α
一（1−3）or ／and α

一
（1−4）結合 したもの で あっ た。さ らに 、　UF 膜濃縮液 を

DEAE −Sephadex 　A −25 （G．1　M 　Tris−HGI　buffer．　pH 　7．6）で 吸着、溶出 （1。5　M 　NaCD し、透

析後、凍結乾燥を行うこ とに より炭水化物含 量で 84％ の 多糖分解物 を製造する こ とがで きた。
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